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基本情報 地域連携・地域移行における都道府県の現状・課題

1.自治体の基本情報

【現状】
本県では、令和２年度に「運動部活動と地

域等の連携の在り方に関する検討委員会」を設
置し、令和４年度から文化芸術担当課や社会
教育担当課も加わり、地域展開に向けて検討
を始めている。
令和５年度からは、部活動改革に関する市

町村担当課長会議における事例紹介や意見
交換等や、部活動改革推進会議における関係
団体等との協議及び連絡調整等を実施した。
また、部活動改革市町村コーディネーター情報
交換会や地区部活動改革情報交換会等を行
い、各地区の成果や課題を共有するとともに、
県事務局が市町村を訪問し、スポーツ・文化芸
術あわせて、それぞれの実態に応じた助言等を
行い、県全体で地域展開の推進を図った。
県立中学校では文化部活動が６部あるが、

休日に活動を行っている部活動は限られている。
様々な市町村から通学している現状があり、休
日は居住地や近隣の市町村にあるクラブで活動
することがある。

【課題】
・単独市町村内の活動における選択肢の限定
・指導者及びクラブのマネジメントを担う運営者
の人材確保
・クラブ運営業務や施設使用に係る申請等の
整理
・部活動改革の情報不足や誤認識による改
革機運の停滞
・楽器運搬や活動場所の確保
・団体種目による平日の部活動と休日のクラブ
活動の接続

面積 9,323.15 k㎡

人口 1,005,926 人

公立中学校数 96 校

公立中学校生徒数 25,648 人

部活動数 184 部活

都道府県の協
議会・検討会議
等の設置状況

設置済

都道府県の推進
計画・ガイドライン
等の策定状況

策定済
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（都道府県における推進体制図）

●行政組織内での役割分担
◉教育委員会
県推進会議の設置（事務局としての運営）、地域移行の方針作成、スポーツ文化団
体との連絡調整等

◉首長部局
県推進会議の設置（事務局としての運営）、スポーツ文化団体との連絡調整等

令和6年5月 山形県部活動改革に関する市町村
担当課長会議

令和6年6月 庁内関係課担当の打ち合わせ会
～適宜

令和6年7月 山形県市町村芸術文化団体会長会議

令和6年10月 先進自治体との情報交換会
～11月 （沖縄県・徳島県・新潟県長岡市）

令和6年12月 庄内地区部活動改革情報交換会

令和7年2月 山形県部活動改革推進協議会
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取組内容

2.実証内容と成果

山形県部活動改革推進協議会において、関係者（中学校文化連盟・高
等学校文化連盟・県芸術文化協会・県PTA連合会）と意見交換、情報共
有等を行い、市町村へ指導助言を行う。

山形県部活動改革推進協議会において、スポーツと文化芸術を含めて、山形
県における地域展開の現状と課題、今後の方向性について検討した。山形県ア
ドバイザーからも広域連携や地域クラブの認証制度、受益者負担やふるさと納税
の活用等の財源の確保について助言を受けた。
成果としては、スポーツも含めて、山形県内全35市町村において、部活動の地
域展開に着手しており、少しずつ地域展開の理念も広がってきている。また、地域
展開に取り組んでいく中で、新たな課題（指導者の確保だけではなく、運営側の
人材確保や育成が必要であること）が見えてきたことも成果として捉えている。

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項

取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

【今後の課題】
・指導者はもとより、クラブのマネジメントを担う運営者の人材確保・育成
・単独市町村内の活動における子どもたちの選択肢が限定されることを
解決するための複数市町村が連携できる場の設定

【対応方針】
・スポーツと併せて、持続的、安定的な運営が担えるマネジメント人材の
育成のための研修プログラムの提供
・県内４地区における連携協議会を開催し、近隣の市町村（地域）
で連携できる体制づくりの支援
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 例）イ：指導者の質の保障・量の確保 ／ エ：面的・広域的な取組

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組事項（イ）

今後の課題と対応方針

・R5登録者数：3人
・R6登録者数：25人
・R7目標登録者数：35人
本年度は市町村・クラブ訪問や研修会において、「リー
ダーバンクやまがた」の周知活動を行うことで登録者数の
増加につながった。しかし、利用者が指導を希望する種
目や地域による指導者の人数に偏りがあり、指導需要を
満たすためには、さらに登録者数を増やす必要がある。
特に文化・芸術系の指導者の登録者が少ないので、周
知の方法や対象者を検討していく。

取組の成果（イ）

・県の人材バンクである「リーダーバンクやまがた」の活用を促進させ、指導者を
確保する。
・県及び市町村の芸術文化協会等が集まる会議において、部活動改革に
関する情報共有を行い、市町村における協会等との連携を促す。

・地区の連携協議会を開催し、近隣の市町村（地域）で連携できる体制
づくりの支援を行う。
・体験ブースや有識者による講演等を含めた参加型シンポジウムを開催し、
新たなスポーツ・文化芸術活動の在り方についての意識の醸成を図る。

・県の人材バンクである「リーダーバンクやまがた」の活用を促進させ、 指導者を確保する。
・各市町村でも指導者を確保できるように指導助言する。

取組事項（エ）
運動部と合わせて、市町村のコーディネーター
が意見交換、情報共有 等ができる場を設ける。

令和6年12月に開催した庄内地区部活動
改革情報交換会において、先行的な市町の取
組みを共有するとともに、地区特有の課題や今
後の方向性を協議した。具体的には、学校単
位で活動することが困難な場合があるため、隣
接する市町で連携（広域連携）する必要性、
移動手段における町営バスの使用検討、指導
者講習等による認証制度の検討、受益者負
担や適正な指導者謝金に係る収支構造の検
討について協議を行うことができた。

取組の成果（エ）
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取組内容

2.実証内容と成果

部活動改革推進協議会も含めて、県芸術文化
協会と連携し、指導者の確保と資質向上を図る。

令和6年7月に開催された山形県市町村芸術文
化団体会長会議において、部活動改革に関する説
明や地域展開に関する依頼等を行った。（右図説
明資料一部）
また、令和7年2月に開催した部活動改革推進協
議会において、今年度の成果と課題、次年度の方
向性を協議する中で、文化芸術活動の地域展開に
係る特有の課題を共有し、解決に向けた検討を行う
ことができた。

・今年度と同様に、部活動改革推進協議会や文化芸術関係の会議等で、引き続き部活動改革の推進について共通理解を図る。
・県教育委員会と県関係部局、県芸術文化関係団体との連携等は進んでいるが、実際に地域展開に取り組む市町村単位での連携をより充実させ
る必要があるため、地区ごとの連携会議を開催し、顔の見える連携を進められるようにする。

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項

取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

山形県部活動改革推進協議会において、スポーツと文化芸術を含め
て、山形県における地域展開の現状と課題、今後の方向性について検
討した。山形県アドバイザーからも広域連携や地域クラブの認証制度、受
益者負担やふるさと納税の活用等の財源の確保について助言を受けた。
令和6年12月に開催した庄内地区部活動改革情報交換会において、
先行的な市町の取組みを共有するとともに、地区特有の課題や今後の
方向性を協議した。具体的には、学校単位で活動することが困難な場
合があるため、隣接する市町で連携（広域連携）する必要性、移動手
段における町営バスの使用検討、指導者講習等による認証制度の検討、
受益者負担や適正な指導者謝金に係る収支構造の検討について協議
を行うことができた。

取組の成果

今後の課題と対応方針
・参加費用負担の取組みに関する市町村及び他県の情報を収集し、部活動改革推進会議（年２回）や県内４地区における連携協議会（年２
回）等で情報交換し、市町村に合った取組みや県としてできる役割を検討する。

取組事項

・費用負担の在り方に関する調査を実施する。
・部活動改革推進会議で、市町村の現状を踏まえた検討を行い、市
町村へ指導助言を行う。
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総括・成果の評価・今後に向けて①

2.実証内容と成果①
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総括・成果の評価・今後に向けて②

2.実証内容と成果①
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地域文化クラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

改革推進のスケジュールイメージ

改革推進期間

改革実行期間 R８～R10 改革実行期間（前期）

R5 ◆改革を進めるための体制整備をする 【◇検討組織の設置 ◇コーディネーター（キーパーソン）の配置 等】

◆実際に活動し検証をする 【◇地域クラブ活動の実証 ◇収支構造の検証 等】R６

◆持続可能な環境のための制度設計をする 意識の醸成を図る 【◇方針（計画）・仕組み（システム）づくり 等】R７

中間評価 R１１～R１３ 改革実行期間（後期）

手立て

◇ 企業・団体・行政・学校等が連携して課題解決を図る

◇ プロジェクト型事業として行いノウハウの蓄積と共有を図る

◇ アドバイザーによる指導・助言や情報交換会（勉強会）の開催等による市町村支援を行い、県全体の一体的推進を図る
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性



文化部活動改革（部活動の地域に向けた実証事業等）

令和6年度

地域文化クラブ活動への移行に向けた実証事業

山形県山形市

自 治 体 名 ：
担 当 課 名 ：
電 話 番 号 ：

山形県山形市

０２３－６４１－１２１２（内線９２５）
部活動地域移行連携室
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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

面積 381.58 k㎡

人口 239,986 人

公立中学校数 15 校

公立中学校生徒数 5,780 人

部活動数 39 部活

市区町村の協
議会・検討会議
等の設置状況

設置済

市区町村の推進
計画・ガイドライン
等の策定状況

策定作業中

本市の、中学校の生徒数は、令和6年4月時点で約5,800人であるが、10年後には約5,000人と
推測され、約800人の生徒が減少する見通しとなっている。現在、15校の市立中学校において、文化
部は39部活約1,100人が活動しているが、運動部活動と比較すると全体的に部活動数が少なく、学
校によっては文化部自体がないため多様な文化芸術の選択が難しい現状にある。団体種目の吹奏楽
部では、人口減少に伴い単独でチーム編成ができない学校が生じている。
また、令和8年度から全ての市立中学校において、部活動の任意加入制の導入を予定しており、部
員数や所属率の更なる減少が想定されることから、多様な文化芸術を選択することができ活動できる場
の創出が必要である。
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担
◉教育委員会
・学校、部活動、顧問、部活動外部指導者、生徒、保護者との調整及び広報
・小中学校校長会への情報提供
・部活動指導員の配置計画 など

◉首長部局
・（仮称）山形市部活動地域移行・地域連携推進計画の検討
・山形市における部活動の地域移行・地域連携検討協議会の運営
・地域クラブに関する助言、コーディネート など

文化スポーツ部

受皿候補団体
・大学吹奏楽団 ・（プロアマ）オーケストラ
・総合型地域スポーツクラブ ・スポーツ少年団
・プロスポーツチーム
・民間団体（道場、スポーツクラブ、任意団体等）
・民間企業等

山形市における部活動
地域移行・連携に係る

検討協議会
学識経験者、外部有識者

教育委員会、文化スポーツ部

四者会議
受皿団体、コーディネーター

教育委員会、文化スポーツ部

コーディネーター
（文化担当）

（スポーツ担当）

教 育 委 員 会
(学校教育課)
(教育総務課)

・学校－ 部活動
・顧問、外部指導員

(受皿候補)

・生徒、保護者(PTA)

・中体連 ・中文連

連 携
企画調整部
(公共交通課)

（情報企画課）

令和６年４月 コーディネーターの配置
実証事業参加団体の調整

令和６年５月 学校長との意見交換（個別）
関係団体との意見交換

令和６年６月 実証事業開始（順次）

令和６年７月 第1回検討協議会の開催
実証事業活動視察（順次）

令和６年８月 市議会勉強会の実施

令和６年９月 PTA連合会との意見交換

令和６年１０月 推進計画骨子案の検討

令和６年１１月 推進計画骨子案作成

令和６年１２月 実証事業完了（一部を除く）

令和７年１月 第2回検討協議会の開催

令和７年２月 実証事業の検証、課題整理
次年度の検討
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地域文化クラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること
中学校数 １５ 校 実施した地域クラブ総数 ６ クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） ０ クラブ（０ 部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） ６ クラブ

全体の指導者数 ２９ 人 全体の運営スタッフ数 ７ 人

②各クラブに関すること

クラブ名 運営団体
種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数 実施時
間帯

参加者
（学年別） 実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数

（他クラブと兼務） 会費 大会参加方法

山形県美
術連盟山
形地区

地域の文
化団体 美術（新） 月 1～2回

（休日） 午前 1年生 3人 10～12月 小学校多
目的ホール 1人 1人 1,000円 ー

マン・クリエ
イト 民間事業者 写真 3回（休日） 午前 1年生 4人 9月 民間施設

公共施設 1人 － 1,000円 ー

やまがた
ジュニアコー
ラス

地域の文化
団体 合唱（新） 月 1～2回

（休日） 午前 1年生 3人
3年生 1人 8～11月 県民・市民

ホール 3人 ー 3,000円 ー
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地域文化クラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

②各クラブに関すること

クラブ名 運営団体
種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数 実施時間帯 参加者
（学年別） 実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数

（他クラブと兼務） 会費 大会参加方
法

日本棋院
山形県支
部連合会

地域の文
化団体 囲碁（新） 月 2回

（休日） 午前 1年生 2人
2年生 1人 11～12月 公民館 1人 2人 1,000円 ー

富岡本店 民間事業者 吹奏楽 月 2～3回
（休日） 午前 1年生 1人

2年生 1人 10～11月 公共施設 19人 1人 2,500円 ー

奥の細道
マイスター
の会

地域の文
化団体 俳句（新） 月 1回

（休日） 午前
1年生 5人
2年生 6人
3年生 6人

12～1月 公共施設 4人 3人 500円 ー
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目 合唱

運営団体名 やまがたジュニアコーラス

期間と日数 ８月～１１月 計６日

指導者の主な属性 県合唱連盟
元教員

活動場所 公共施設（県民ホール等）

主な移動手段 保護者の送迎

１人あたりの参加会費
等（年額） 3,000円

１人あたりの保険料 スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年

●やまがたジュニアコーラス 活動概要

●統括責任者
役割：市との窓口、参加者や会場等の調整全般

●指導者 ３名
役割：パート練習や合奏練習の指導、発表会の指揮者・ピアノ演奏等

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等

山
形
市

やまがた
ジュニア
コーラス

市
内
中
学
校

業務委託 参加
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

コーディネーターの具体的な動きの実績

休日の部活動の地域移行・地
域連携に向け、コーディネーター
を配置することにより、文化芸術
団体等の調整、指導者の確保、
参加費用負担等への支援につ
いて総合的に推進。
また、令和5年度に立ち上げた
検討協議会で外部の意見を取
り上げつつ、モデル事業の拡充を
図り、実施状況を検証しながら、
成果と課題を整理していく。

・文化担当のコーディネーター１名を常勤で配置。教員ＯＢの
コーディネーターを配置したことにより、学校及び関係団体等と
の連絡調整を円滑に行うことができた。
・検討協議会を年2回開催。協議会の構成員を有識者及び
学校関係者等に依頼したことにより、他自治体の現状や学校
現場等の率直な意見を聴取し、課題の整理につなげることが
できた。

№

1 学識経験者 大学関係者

2 学識経験者 大学関係者

3 学識経験者 大学関係者

4 学識経験者 大学関係者

5 学識経験者 （公財）山形県スポーツ協会

6 関係団体 （公財）山形市スポーツ協会

7 関係団体 山形市芸術文化協会

8 ＰＴＡ 山形市ＰＴＡ連合会

9 校長会 山形市中学校長会

10 中体連 山形市中学校体育連盟

11 中文連 山形市中学校文化連盟

12 市職員 山形市教育委員会

13 市職員 山形市教育委員会

14 市職員 山形市文化スポーツ部

検討協議会構成員

・市内全中学校を訪問し、現状の把握と課題の整理に努めた。
・中学校校長会に出席し、部活動改革の取組み等を説明しながら、
学校現場の協力を依頼した。
・PTA連合会にて部活動改革の説明を行い、保護者の理解を深めた。

・既存部活動を移行していく実施主体（特に吹奏楽）が確立できてい
ないため、今後、関係団体などと緊密な連携に努める。
・令和7年度中に部活動地域移行推進計画を策定予定。課題と対応
策を明記し、周知を図っていく。
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取組内容

2.実証内容と成果

専門性が高い指導ができることに加え、教育的な視点からも指導できる文化芸術団体や事業者を選定していく。

プロフェッショナルな技術を有している指導者やその分野に精通している方々の所属団体を受皿団体として、技術力の向上や見識を
深める活動を実施できた。また、指導者として元教員を採用することで教育的意義の継承を図った。

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保

取組事項

取組の成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

●取組項目名 エ：面的・広域的な取組

取組事項 文化部活動がない中学校や単独での活動が実施困難な学校もあるなか、市内全中学校を対象とすることで広く文化活動に参
加する機会を創出する。

取組の成果 文化活動の選択肢が増え、異なる中学校の生徒が参加したことで交流も生まれ、新たな居場所に繋がる取組となった。

●取組項目名 ク：その他の取組

取組事項 生徒の成長などがわかるよう成果発表の場を設ける。また、移動手段の確保として、公共交通の担当部署と連携を図り、参加しや
すくなるよう検討していく。

取組の成果 成果発表したことで生徒が自信を持つことができ、また、保護者にとって子どもの成長を感じられる良い取組となった。移動手段につい
ては、庁内会議を行うとともに令和7年度に策定する計画において引き続き検討することとした。
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取組内容

2.実証内容と成果

令和5年度に構築した関係団
体との連携を継続し、発展的に
広げていきながら、様々な文化芸
術団体と意見を交わしながら各
分野の振興についても検討する。

昨年度から引き続き、年齢や感覚も近い世代の山形大学
吹奏楽団の学生達が指導者となることで、未経験者も活動し
やすい環境が生まれ、生徒も活気溢れる活動ができた。
指導者である学生、特に教育学部に籍を置く学生にとっては
生徒指導の機会を得られる貴重な経験の場にもなった。

・今年度の実証事業は全学校型であったこと
から、次年度は既存の吹奏楽部の地域移
行を目指したモデルケースを実施していきたい。

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

活動風景
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

既存の部活動にない多彩な文
化芸術活動に触れる機会を創
出する。

参加人数 １７ 人 指導者数 ４ 人

属性 俳句（奥の細道マイスターの会）

具体的な内容
・山寺の自然や風景を肌で感じ、その想いを俳句で表現することで俳句の魅力を感じる。
・チームで俳句を披露し、互いに意見や感想をディベートすることで、柔軟な創造力やしなやかな
感受性を育む。

子供の声
 限られた字数で詠むことや、相手に情景を連想してもらう大変さが難しくもあり面白い。
 互いに質問し意見をぶつけ合うバトル形式が新鮮だった。
 同じ一句でも、捉え方が人によって全く異なることに、言葉の深みを感じた。

関係者の声  若者の新鮮な発想に驚きを覚えた。
 国語の授業とも違った学びの場であった。

運営経費
人件費 6.8万円
講師謝礼 4.6万円
借損料 0.4万円 など

活動の詳細
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

部費の取り扱いなどを参考にしな
がら参加者の負担が過度にならな
いよう検討していく。 ・囲碁 1,000円/全４回

・合唱 3,000円/全６回
・写真 1,000円/１回につき

取組事項 地域クラブに係る経費

■参加者負担について（実績の一部）

受益者負担として、「保険料」・「会場使用料」などを考慮し
現在の部活動費と大きな隔たりがないよう、実施団体の配慮
も見受けられた。

部活動地域移行 ・地域連携に関す る意識調査 中学１ ・２年生保護者対象
Q. 「学校の部活動」に参加させる場合、毎月の会費等
の費用として妥当な金額はどれくらいと考えますか。

Q. 「地域クラブ活動」に参加させる場合、毎月の会費等
の費用として妥当な金額はどれくらいと考えますか。

Q. 「地域クラブ活動」を行う上で、気がかりな点はど
のようなことでしょう。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 キ：学校施設の活用等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

美術クラブでは、どの中学校からでも比較的参加しやすく無償で借りられる場所に焦点を当て、施設開放している市内中心地の小学校を活
動場所に選定した。学校を利用することは、生徒の安全性を確保でき、保護者にとっても会場使用料など経済的負担を抑えられた。

取組の成果

活動にふさわしい場所であるとともに、経費削減につながる場所、参加しやすい場所といった視点で適切な活動場所を確保していく。

部活動にはない文化芸術活動を実施したこともあり、学校や公民館等の施設以外で実施したクラブ活動では、場所の確保や割高な施設使
用料の発生が生じた。今後、学校やコミュニティセンターなどを中心に利活用の協力体制を築くことで、受益者負担の低廉化、実施主体の持
続可能な運営に繋がると考える。
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

様々なクリアすべき課題を、検討協議会や関係各所との意見交換を踏まえ、
令和7年度策定予定の推進計画において今後示す必要がある、
・活動場所の継続的な確保
・生徒の移動手段
・適切な受益者負担額の設定
・楽器の運搬（吹奏楽）
・実施主体の持続可能な運営体制 など・・・

●今後に向けて

中学校の休日における部活動地域移行・地域連携
に向けた取組みを以下のとおり実施した。

🔷🔷実証事業の実施
文化芸術団体や民間事業者、地元大学などの
協力を得ながら６活動を実施。

🔷🔷検討協議会の開催
スポーツ・文化に精通した有識者や学校関係者
等で組織された協議会を年2回開催し、今後の
在り方について検討した。

🔷🔷関係団体との協議
文化芸術団体や運営組織、学校関係者と連携
を図り、休日における地域クラブ活動の目指すべき
姿や方向性について協議した。

🔷🔷コーディネーターの配置
中学校長経験者を文化担当のコーディネーター
として配置し、主に学校との調整や状況調査を
行った。

🔷🔷実証事業では、既存の部活動にはない文化芸術活動を実施したことで、多様な
選択肢を提供でき、生徒の新たな可能性や活動の幅を広げることができた。

🔷🔷検討協議会では、多岐にわたる分野の有識者からの意見や課題を情報共有する
ことで、今後の在り方について共通認識を持つことができた。

🔷🔷受皿団体と学校側からそれぞれの視点で協議することで、より現実かつ具体的な
クリアすべき課題が見えてきた。

🔷🔷コーディネーターが調整役となることで、学校と市や文化芸術団体との調整が円滑
に進めることができた。
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参加者・保護者の声

2.実証内容と成果②
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広報資料

2.実証内容と成果③

【生徒への参加啓発チラシ】
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【俳句（ディベート）】 【吹奏楽（練習）】

【合唱（発表会）】 【美術（レッスン）】
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地域文化クラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

令和5年

協議会設置、
検討開始

令和6年 令和７年 令和８年

受け皿団体の
選定（実証事
業実施）

部活動連携室
創設、コーディ
ネーター配置

計画策定 地域移行・連携
開始

受け皿団体の
選定（実証事
業実施）

ステークホルダー
学校、文化芸術団体、民間事業者、市長部局、市教委
経過
令和5年度より検討委員会を設置し、山形市における地域移行・地域
連携について検討を開始した。令和６年度は、市長部局に「部活動
地域移行連携室」を設置するとともに、学校長経験者のコーディネー
ターを常勤で配置し、教育委員会と緊密な連携のもと、検討協議会や
関係団体等との協議を深めながら取組みを進めている。
実施内容
令和６年度は、実証事業の活動数を６活動に拡充し実施した。（令
和５年度は３活動）既存部活動にはない新たな文化芸術活動の実
証事業も行った。
また、学校関係者や関係団体と密に協議を行い、推進計画の骨子案
を作成し、令和７年度の本格的な策定に向け準備を整えた。

実施にあたって生じた課題
実証事業では、活動場所の確保や移動手段、参加人数の少なさ等
の指摘が多かった。また、推進計画において様々な支援策を検討してい
くことになるが、市としての財源の確保なども大きな課題として考えられて
いる。
今後の展開
令和７年度も関係者等との協議を深めながら、１２月までに「(仮称)
部活動地域移行・地域連携推進計画」を策定し、令和８年１～３
月にかけて、学校や関係団体等に周知していくことで計画している。令
和８年度の本格的な地域移行に向けて、地域クラブのあり方や移行ス
ケジュールなどを明確にしていくとともに、地域クラブで活動している団体
の情報の収集を徹底し、市民に情報を発信できるよう取り組んでいく。
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性

【予定】
2023
令和5

2024
令和6

2025
令和7

2026
令和8

2027
令和9

2028
令和

10

2029
令和

11

2030
令和

12

2031
令和

13

市 山形市発展計画

市 文化創造都市推進基本計画

市 山形市スポーツ推進計画
2028

市 山形市における部活動の方
針

市 部活動地域移行・地域連携
推進計画

市 部活動地域移行に向けた実
証事業

山形市発展計画2025 （仮称）新 山形市発展計画2030

創造的活動の担い手の育成及び支援

休日の部活動の段階的な地域移行

生徒にとって望ましいスポーツ、文化環境を目指して
※状況に応じて必要な見直しを行う

調査・研究
骨子案

策 定
（仮称）山形市部活動地域移行・地域連携推進計画

計画期間 令和８年度より令和１３年度（５年間）
※本市の状況や国・県の情勢を踏まえながら、必要な見直しを行う

四者会議、相談と助言

山形市における検討協議会

委託事業 （仮称）山形市部活動地域移行・地域連携推進計画に基づく施策等



文化部活動改革（部活動の地域に向けた実証事業等）

令和6年度

地域文化クラブ活動への移行に向けた実証事業

山形県尾花沢市

自 治 体 名 ：
担 当 課 名 ：
電 話 番 号 ：

山形県尾花沢市

0237₋23₋3330
教育委員会こども教育課 教育指導室
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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

■尾花沢市の現状
市の人口減少とともに中学生生徒数も減少
傾向にあり、令和６年度２９８人、令和１０
年度２７９人、令和１３年度には２２１人
まで減少する見込みである。また、令和８年度
には、２校の中学校が統合し１校になる予定で
生徒交流を行っている。
現在、２校では週３回の部活動を実施してお
り令和６年度から任意加入制度及び休日活
動の完全地域移行に向け、取り組んでいる。
また顧問２名体制で指導を行っているが、顧
問は吹奏楽経験者ではないため、楽団音楽家
から指導を受けている。

■尾花沢市の課題
本市地勢は地の東部および南北地域は奥

羽山脈に連なる起伏に富んだ山地、北西部は
出羽丘陵の山並みが連なっており、公共交通に
ついては、都市部とのサービス水準格差が大きい。
部活動の活動費については、学校によって負
担の在り方や種目によっての費用負担に大きな
違いがあり、さらに地域活動での負担が上乗せ
になり費用確保も大きな課題となっている。
➀山間部における生徒の移動手段の確保
➁持続可能なクラブ運営のための経済負担増
➂地域支援体制の整備
➃吹奏楽部と地域活動クラブとの楽器共有
⑤楽器修繕等の費用負担
⑥地域人材の確保

面積 ３７２．５３ k㎡

人口 １３，６６０ 人

公立中学校数 ２ 校

公立中学校生徒数 ２９８ 人

部活動数 １５ 部活

市区町村の協
議会・検討会議
等の設置状況

尾花沢市学校部
活動の地域連携・
地域移行支援協

議会の設置

市区町村の推進
計画・ガイドライン
等の策定状況

中学校部活動等
に関する基本方
針の策定済
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会
①学校部活動の地域連携・地域移行支援協議会の運営
➁おばなざわ未来クラブの設立及び地域人材の確保
➂任意加入制度の導入及び生徒意向調査（新たな活動の場の創出）
➃スクールバスの運行

◉首長部局 市全体での支援体制支援
➀部活動改革に係る行政施設の無償化と調整
➁教育委員会及び学校との連携・調整

令和６年４月
・「おばなざわ未来クラブ」設立及び活動開始
・おばなざわ未来クラブ加入説明会
・PTA総会説明会
・申込受付開始
令和６年５月
・スクールバス調整
・文化活動状況調査
・北村山高等学校調整会議
・市内音楽家及び事業所連携会議
令和６年７月
・学校部活動の地域連携・地域移行支援協議会
・文化新規活動企画及び協力企業調整
・北村山高等学校調整会議
・新規クラブ立ち上げのための調整会議
令和６年９月、１０月
・新規クラブトライアル実施
・北村山高等学校楽器賃貸契約締結
・楽器搬出、搬入及び修繕開始
・中学校との調整会議
令和６年１１月、１２月
・新規クラブトライアル実施
・おばなざわ音楽クラブ設立
令和７年１月
・中学生活動実態調査
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地域文化クラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること
中学校数 ２ 校 実施した地域クラブ総数 ２クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） 吹奏楽 クラブ（吹奏楽 部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） おばなざわ音 クラブ

全体の指導者数 １６ 人 全体の運営スタッフ数 ９人

②各クラブに関すること

クラブ名 運営団
体種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数 実施時
間帯

参加者
（学年別） 実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数

（他クラブと兼務） 会費 大会参加方
法

吹奏楽
クラブ 吹奏楽 週２ 回

土曜日
：午前
木曜日
：19時

３年 10名
２年 8名
１年 4名

通年 中学校
体育館 1人 ３人

（内、兼務0人）
年会費
48,000円

吹奏楽コン
クール：部活
動

おばなざわ
音楽クラブ 音楽 週１回 木曜日

：19時
中学生２名
高校生１名
大人5名

通年
尾花沢市
文化体育
施設

15 人 ３ 人
（内、兼務0人） 未定 大会参加なし

③その他、体験会やイベント等の開催実績
●おばなざわ音楽クラブ：市内保育園クリスマスコンサート開催 吹奏楽クラブ：おばなざわ祭り パレード協力 、自主コンサート開催
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

音楽（弦楽器、管楽器、打楽器）
【新規クラブトライアル】
探求型活動、料理

運営団体名 おばなざわ未来クラブ

期間と日数

音楽：11月 ～ ３月/月４回程度
【新規クラブトライアル事業】
探求型活動：９月12日、11月23日
料理：10月19日、11月30日、

12月14日

指導者の主な属性
音楽家
市内事業所
フードコーディネーター

活動場所 市公共施設
事業所内事務所

主な移動手段 保護者送迎
スクールバス 等

１人あたりの参加会費
等（年額）

音楽：未定
【トライアル】
探求型：１回５００円
料理：無料

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,850円/年

●おばなざわ未来クラブ 活動概要

●統括責任者
役割：所属クラブの運営把握を行い、未来クラブ全体の調整を行う

●未来クラブ指導者会 ４団体
役割：それぞれのクラブ活動の技術指導を行うとともに生徒同士のトラブル、

いじめにも保護者、教育委員会とともに対応を行う
●運営補助者 ２名
役割：施設使用、バス運行、運営費徴収及び指導者会報酬支払を行う

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等
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取組内容

2.実証内容と成果

①休日活動受入体制整備
「おばなざわ未来クラブ」設立
■音楽クラブ立上
元地域おこし協力隊の音楽家と北村
山吹奏楽団の協力

➁新たな休日活動の立上げ
地域事業所の
➂部活動地域移行コーディネー
ター１名の配置

①おばなざわ未来クラブの設立
学校部活動の地域連携・地域移行支援協議会により部活動の在り
方に関する協議を実施し休日活動受入を４つの形態に定める
１スポーツ少年団
２保護者主催団体
３クラブチーム立上げ
４おばなざわ未来クラブ
それぞれ、保護者と指導者を別にし、保険加入を条件としている。お
ばなざわ未来クラブは教育委員会で運営を行い、それぞれ加入団体は
保護者主体としている。

➁新たな休日活動の立上げ
アンケートを行った際に希望する活動がない、料理や映像をやってみた
いという結果から新規クラブ立上げを企画しトライアルを実施

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

コーディネーターの具体的な動きの実績

１．中学校PTA総会、部活動保護者会長会などで部活動改革について説明会
を実施

２．中学生活動団体の状況把握を行い、各指導者との打ち合わせ会を実施
３．各団体からの相談を受け、必要に応じ保護者会を実施
４．新たな活動の企画会議を実施し、協力可能な地域人材や事業所と交渉

１．それぞれ活動団体で持続可能な運営のための課題整理を行う
２．吹奏楽においては、中学校での活動目的がコンクールでの順位だとすると地域

活動での目的が音楽を楽しむことであり、地域移行の受け皿として機能しない
ため中学校中文連や大会の在り方についても見直しをする必要がある
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取組内容

2.実証内容と成果

①指導者の確保と研修
元協力隊の音楽家が市内に呼びかけ、

市内音楽愛好家と協力し新たな受け入れ
クラブを立上げ、おばなざわ未来クラブ基本
運営方針に基づき、中学生活動について
の研修を実施

➁Education⁻Bankの設立
広く児童生徒の活動を支援する若手人
材を確保

おばなざわ音楽クラブ
・元協力隊（元東京室内管弦楽団所属）の音楽家による多様な人々
が音楽を楽しむ場の創出を希望。経験や年齢、性別にこだわらない「おば
なざわオーケストラ」の発案、呼び掛けにより市内音楽愛好家が協力に応
じて、クラブ創立に結び付いた。現在、さらに広く呼びかけ、楽器ごとに初
心者に指導できる地域の大人を集め、クラブ体制つくりに取り組んでいる。
トライアル事業
・Education⁻Bankの起業家協力により探求型クラブのトライアルを実施
し、さらに事業内容に他の起業家の協力もあり、活動の幅が広がった。

２５名

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

取組事項

取組の成果

人材バンクの人数

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

10代 0名
20代 ０名
30代 8名
40代 15名
50代 0名

人材バンクの年齢構成

音楽
種目

無
資格有無登録者属性

市内在住者
①起業家
・農業、商業、工業
➁旅館業
➂芸術家
※小中学校のキャリア教育
や子供たちの心身育成に協
力できる人材
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取組内容

2.実証内容と成果

■吹奏楽部
・「北村山吹奏楽団」
顧問と保護者と部活動改革を協

議する上で協力体制構築に関する
協力や助言を依頼

・「山形県立北村山高等学校」
これまで一番問題となっていた楽器
については、地域にある県立北村山
高等学校と令和５年度から協議を
重ね、廃部になった吹奏楽部の楽器
を借用し、市が責任をもって維持管
理することで了承を得た

■新たな活動
・「企業懇談会」
中学生へのアンケートでやってみた
い 活動 に料理 ⁽13.6%⁾ 、 映 像
(24.7%)があり、トライアルを実施す
るにあたり、市の企業懇談会とも協
力し実施

①令和６年９月に２回の音楽クラブトライアルを実施
トライアルを実施する際にも北村山吹奏楽団の代表の方に協
力をもらい実施し、山形県立北村山高等学校所有の金管楽器、
木管楽器、打楽器、弦楽器に触れる機会を一般から小学生ま
で楽しんだ。

11月に「おばなざわ音楽クラブ」を設立し、中学生から高校生、
一般の大人まで参加し、12月には保育園のクリスマスコンサートを
実施している。現在、初心者の受け入れするための準備を行って
いる。

➁「Creative Obane Club」
市内で起業した事業所の協力でデザインについて学び、ポロシャ
ツにデザインロゴをプリント作業を体験し、第２回目は市内でカフェ
を開店した起業家から話を聞きメニュー表を制作するなど、市内
事業所等を巻き込んだ形でトライアル事業が実施できた。

➂もったいないを料理で解決「料理クラブ」トライアル
市内フードコーディネーターを講師として、地域資源に目を向け
「もったいない」視点で尾花沢を見る取組みと料理でできることを
学んだ。小学生と中学生が一緒に意見を出し合い、講師にレシピ
を起こしてもらい調理を実施した。自分の住む尾花沢の豊かな地
域資源と地域人材を知り、さらに付加価値を料理で付ける取組
みをすることで、郷土愛を育む機会となった。

①持続可能な運営とするための組織力向上を図る
➁受益者負担と行政支援についての協議を行う
➂学校、行政、地域（企業・団体）との連携強化のための
取組みを検討する

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等①

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

①安全保険加入の支援
・おばなざわ未来クラブ所属クラブの
児童生徒及び指導者分の保険料
を支援
➁公共施設使用料の支援
・施設使用料の全額減免

【取組の成果】
・文化活動に関しては、音楽、探究、料理ともに新規での
取り組みとなるため、行政の既存施設や企業の関わりの中
で始めたことで初期投資が抑えられた
・音楽では、地元高校で廃部となった吹奏楽部の楽器を
借用後に修繕を行い、楽器を所有していない、また初心
者であっても参加が可能となった
【今後の課題】
・本市では、小中学生を対象とした無償事業が多く実施さ
れてきたことから、受益者負担に対して理解が進んおらず
持続可能な団体運営について検討が必要である
◎音楽クラブ・・・楽器ごとの指導者が必要であり、まずは
支える人の協力体制づくりが必要である。さらにクラブ運営
をどのようにするかで、謝金の取り扱いや参加費を決定して
いく必要がある
◎探究型・・・地元事業所の協力によって実施されたが、
持続可能な運営とするため今後も民間参入を推進し、受
益者負担について広く周知を図る

取組事項 地域クラブに係る経費
■イニシャルコストの分析

【取組の成果】
・行政でスタート時の支援を実施したため、各トライアル事
業では安心して実施することができた
【今後の課題】
おばなざわ未来クラブ運営方針では、スポーツ団体を想
定した中学生からの年間負担金を決定しているが、文化
活動に関して、特に世代に拘らず活動する団体については、
現在検討中である。
・トライアル参加者へのアンケートでは、月三千円以上の費
用負担について難色を示す保護者が多かったことから持続
可能な運営に関し検討が必要である。

■ランニングコストの分析
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 キ：学校施設の活用等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

部活動の休日活動の地域移行の説明会の際に活動場所の確保に
対する不安が多く聞かれたことから、庁内での調整会議を実施し上記
記載内容について担当課が条例等の改正も行いながら実施した。
夏季、冬季それぞれに施設を割り当て、変更については各団体同士
で話合うこととし調整している。なお、市の事業等により施設を活用で
きない場合は、半面ずつの使用や他市町村と練習を行うなどしている。
生徒の減少により合同チームで大会出場する団体競技もあり、冬季
間は本市の土間体育館を活用し練習を実施している。

取組の成果

今後も継続し、生徒の活動を支援していく。

■部活動改革における公共施設調整会議を市関係課と実施する
■中学生活動団体は、スポ少、クラブチーム、保護者団体、おばなざわ
未来クラブ等とする

①土曜日を中学生活動の日とし、優先的に中学生活動団体に充てる
➁中学生団体の使用の際は、全額減免対応とする
➂中学校２校の体育館等についても割り当てを当初から行う
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ク：その他の取組

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針
■楽器破損時の対応についてのルール化

本市中学校の吹奏楽部の地域移行の際に、練習場所及び楽器使用
について課題となっていた。山形県立北村山高校では、４年前に吹奏楽
部が廃部になり、令和５年度から楽器借用について協議を実施した。

①山形県立北村山高等学校の楽器借用
➁公共施設の一部を楽器庫にするとともに休日練習場所とする

・指導者の属性
地域人材の活用
元地域おこし協力隊の音楽家
（元東京室内管弦楽団所属）
・配置の工夫
「おばなざわオーケストラ」を目指
し、広く音楽愛好家に呼びかけ人
員を確保した。

指導者の属性や配置の工夫
現状、中学校では「コンクール」での順位を大
きな目標に掲げていることが、地域移行に取り組
むにあたって非常に大きな問題となっていた。その
ため、これまでの中学生や顧問の思いを継続す
る保護者主体の休日活動団体を立上げ運営
を行い、一方で代や経験に関わらず誰もが音楽
を楽しめることを目標とした団体を設立することで
選択の幅を広げた。
将来的に音楽祭などで交流を目指す。

一貫指導に関する部活動顧問との連携事例取組の成果
■令和５年度から協議を続け、令和６年１０月１日に
賃貸借契約を締結する
■金管楽器、木管楽器、打楽器を教育委員会管理施
設（尾花沢市文化体育施設）に常時配置
■借用後に楽器の修繕を尾花沢市で実施し、その後の
管理修繕を市が責任をもって行う
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

①アンケート調査を行い、生徒、顧問の状況を確認する
➁アンケートを元に令和７年度もトライアル事業を実施し、市内起業家や事業所と
連携し地域で児童生徒の育成に取り組んでいく
➂対象を広げ、年代や居住地域も限定せずに実施することも検討していく

●今後に向けて

部活動の休日活動の地域移行にあたり、学校への
聞き取り、保護者役員会や保護者会での説明会な
どを繰り返し、吹奏楽部については保護者会主催で
休日活動を実施することとなり、将来的な受け皿とし
て多くの地域音楽愛好家が協力し、新しいクラブを立
ち上げることができた。
令和５年度から継続して高校側と協議を行い、そ
の間、一つ一つ楽器の所有について確認し令和６年
１０月に賃貸借契約を締結し、保管場所について
も庁内で協議を行い、公共施設内の１部屋を永続
的な楽器庫として使用することとした。
また、アンケートの際にやってみたい活動の声が多
かった料理や映像を使った探求型クラブのトライアルで
は、持続可能な運営をするにあたって起業家と協議
を続けながらも費用負担や企業や団体などの地域連
携の強化を図る必要性がある。

本事業の以下について実施できたことから、今年度の本事業目的をおおむね達成
した
①令和６年度４月おばなざわ未来クラブを設立済
➁おばなざわ未来クラブに「おばなざわ音楽クラブ」を設置済
➂事業実施の際に地域団体である北村山吹奏楽団や市内事業所と連携
➃公共施設、学校施設を活用し中学生の活動の場を確保
⑤楽器賃貸借契約の完了
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アンケート結果・参加者の声

2.実証内容と成果②

●参加者の声●アンケート結果

Q.１週間のうちどれくらい活動したいと
考えていますか?【平日】

Q.１週間のうちどれくらい活動したいと
考えていますか?【土曜日】

Q.あなたが部活動にあればやってみたい活動はなんですか?

中学３年生男子
CREATIVE OBANE CLUBトライアル
同じデザイン、ロゴでも自分が伝えたいことが何かで、配置
が全く違って、印象がちがうことに驚きました。簡単だからこそ、
難しい！

中学３年生女子 料理クラブトライアル
いつも忙しい母の手伝いをしている中で、料理が好きに
なっていました。将来、私も料理に携わりたいと思って参加し
ました。尾花沢には、たくさんの“もったいない”があって、豊か
なところに住んでいるんだと改めて思いました。

CREATIVE OBANE CLUB指導者
株式会社イデラルラボ 代表 加藤 健介さん
尾花沢の子供たちに何か協力したいと思っていました。たく
さんの資源があって、自分の住む地域の魅力を感じてほしい
と思い協力させていただきましたが、勉強になりました。

おばなざわ音楽クラブ指導者
元地域おこし協力隊 加藤 晧平さん
尾花沢にいて年代を問わず、音楽を楽しみ楽器に触れる
機会があったらと考えていました。その中で、中学生や小学
生の皆さんが、たくさんの人と関わりを持ち豊かな人生になっ
たら素晴らしいです。
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アンケート結果・広報資料

2.実証内容と成果③

■チラシは、楽しさを全面に見た生徒が自分も作ってみたい！と思うよう
なデザインを心掛け、視覚を重視し作成している

■これまでの様子も映像で配信
■年度末にも発行予定

【トライアルの様子】

【生徒への参加啓発チラシ】 【アンケート結果】

出典:尾花沢市教育委員会 出典:尾花沢市教育委員会
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【料理クラブトライアル】

【音楽クラブトライアル】 【CREATIVE OBANE CLUB 第１回トライアル】

【CREATIVE OBANE CLUB 第２回トライアル】
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地域文化クラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

●経過
①顧問から現状と地域移行する際の問題の聞き取
りを行う
➁部活動保護者会長会を対象に部活動改革につ
いて説明会を実施
➂教職員向けに部活動改革について説明会を学校
ごとに２回開催
➃部活動ごとに保護者説明会を実施
⑤地域移行を実現するための意見交換会を保護者
対象に実施
実施にあたって生じた課題
①生徒、保護者、顧問ともに非常に不安を感じてお
り、「できない」という気持ちが強い
➁音楽室が４階にあり、外部の出入りができない

●実施内容、工夫した点 等
①説明会は、それぞれの立場で地域移行を検討し
てもらうために保護者と教員向けに別々に実施し、教
育委員会主導で実施

●経過
R６.４おばなざわ未来クラブ設立

９音楽クラブ、CREATIVE OBANE
CLUB、料理クラブトライアル実施

11おばなざわ音楽クラブ設立
●実施にあたって生じた課題
持続可能なクラブ運営のための費用負担
と行政支援の在り方
●実施内容、工夫した点 等
①地域人材と事業所への部活動改革の
周知を何度か行い理解を得た
➁全庁で部活動地域移行の取組みの情
報共有を行い、支援について取り組んだ

●経過
・アンケート調査を実施
・市の部活動改革方針を現状に合わせ、
協議会で見直しを実施
●実施にあたって生じた課題
・持続可能な運営のための費用負担と
行政支援の在り方
●実施内容、工夫した点 等
・学校、行政、地域の連携強化を図る

令和５年

学校部活動の
地域連携・地
域移行協議会
設置

活動場所の調整
楽器借用の交渉

令和６年 令和７年 令和８年

部活ごとの保護
者説明会、役
員説明会・学校、
顧問聞き取り

おばなざわ未来
クラブ設立
地域人材、事
業所交渉

中学校吹奏楽部
の状況調査、
新規クラブ立上げ

地域クラブ活動
の拡大
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性



文化部活動改革（部活動の地域に向けた実証事業等）

令和6年度

地域文化クラブ活動への移行に向けた実証事業

山形県米沢市

自 治 体 名 ：
担 当 課 名 ：
電 話 番 号 ：

山形県米沢市

0238-22-5111
学校教育課
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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

面積 総面積548.51 k㎡

人口 76,766 人

公立中学校数 ７ 校

公立中学校生徒数 1,931人

部活動数 １２部活

市区町村の協
議会・検討会議
等の設置状況

設置済

市区町村の推進
計画・ガイドライン
等の策定状況

策定済

米沢市の令和6年度の部活動加入率は、
市全体で80.8％で依然高い状況である。しか
し、中には部員数の減少が顕著な種目がある。
文化部活動では特に、吹奏楽において学校に
よっての部員数の違いが大きく、部員数が多い
学校と少ない学校の差は最大で３４名であった。
部員が減少し合奏など十分な人数での活動が
困難となり、スポーツ・文化芸術活動の楽しさや
良さに触れる機会が少なることで体験格差が生
じている。
今後少子化が進み、本市の中学生の数は令
和8年度は1834名に対して、10年後の令和
18年は1179名と、655名減少する。今後中
学校の統合の計画はあるが、一時的には１校
当たりの生徒数は増加するものの近い将来、今
と同じ状況になることが予想される。
現在、生徒の新たな活動の場を各種目の連
盟、協会と協力して整備している。今年度は、
吹奏楽において置賜吹奏楽連盟の協力をもと
新たな地域クラブを立ち上げ、先行して実証事

業を実施した。また、そのほかの文化活動につい
ても、芸術文化協会と情報の共有を行い、どうし
たら実施可能になるか協議している。
実証事業を行った中であらためて確認された課
題としては、活動場所の確保をどのようにしていく
か、中学校施設や市施設の貸出方法・鍵の扱
いを簡略化できないか、用具をどのように整備し
ていくか、というハード面についてのものが出された
一方、指導者の確保をどうするか、費用設定を
どのようにし、受益者負担をどの程度にしていくか
といった運営面での課題が出された。
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会
・教育委員会内に事務局を設置し、教育総務課、社会教育文化課、スポーツ課、学校教育課が連
携を図りながら業務を推進していく。
・学校教育課…検討委員会及び各種説明会の企画・運営。協議内容を学校及び競技団体に報告
し、受け皿の設置に向けコーディネートする。
・スポーツ課…スポーツ協会との連絡・調整。中学生の活動の場の集約。
・社会教育文化課…芸術文化協会との連絡・調整。中学生の地域文化活動の場の環境整備と集
約。

●運営体制図（市区町村における推進体制図）
令和6年６月 ・令和６年度第１回検討委員会

令和6年７月 ・実証事業説明会

令和6年９月 ・お知らせの発行

令和6年10月 ・アンケート

令和6年10月～
令和７年１月 ・実証事業（３クラブ）

令和７年11月 ・第２回検討委員会

令和７年12月 ・中体連総会説明会

令和7年１月 ・市民向け説明会

令和7年３月
・第３回検討委員会
・令和６年度実証事業の成果報
告ならびに令和７年度実証事業
説明会
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地域文化クラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること
中学校数 ７校 実施した地域クラブ総数 ３クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） ０クラブ

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） ３クラブ

全体の指導者数 ２１ 人 全体の運営スタッフ数 １０ 人

②各クラブに関すること

クラブ名 運営団
体種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数 実施時
間帯

参加者
（学年別） 実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数

（他クラブと兼務） 会費 大会参加方
法

東成クラブ
置賜吹
奏楽連
盟

吹奏楽 ３回 9:00～
12:00

中１ ９名
中２ 13名

11月5日
11月30
日
１月5日

米沢一中
米沢五中 ６人

４ 人
（内、兼務４
人）

1800円 参加なし

南成クラブ
置賜吹
奏楽連
盟

吹奏楽 ３回 9:00～
12:00

中１ 16名
中２ 10名

11月30
日
12月7日
1月5日

米沢二中 ９人
３ 人
（内、兼務３
人）

1800円 参加なし

北成クラブ
置賜吹
奏楽連
盟

吹奏楽 ３回 9:00～
12:00

中１ 17名
中２ 14名

11月4日
12月8日
1月５日

米沢四中 ６人
３人
（内、兼務３
人）

1800円 参加なし
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目 吹奏楽

運営団体名 北成クラブ

期間と日数
令和6年11月4日
令和6年12月8日
令和7年 1月5日

指導者の主な属性 置賜吹奏楽連盟

活動場所 米沢市立第四中学校

主な移動手段 現地集合現地解散

１人あたりの参加会費
等 1800円

１人あたりの保険料 スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年

●北成クラブ 活動概要

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等

置賜吹奏楽連盟（運営主体）

第
一
中
学
校

指導者派遣

・運営体制の整備
・地域クラブ活動の実施
・指導者謝金の支払い
・保険加入

第
二
中
学
校

第
三
中
学
校

第
四
中
学
校

第
五
中
学
校

第
六
中
学
校

第
七
中
学
校

東成クラブ

参 加

南成クラブ 北成クラブ

●責任者
・活動の計画・運営 ・会場の確保 ・支払い
●指導者 ９名
・参加生徒、保護者及び指導者との連絡調整、管理
・指導者で役割分担を行い、生徒への指導を行う。
・練習メニューの立案
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

コーディネーターの具体的な動きの実績

○コーディネーターを１名配置し、
置賜吹奏楽連盟、米沢市文化
芸術協会との連絡調整・指導助
言等を行う。
○運営団体・実施主体の運営体
制の整備や指導者の確保など、
持続可能な運営ができる組織体
制の整備を行う。
○「米沢市地域クラブの手引き」を
作成し、地域クラブの在り方につい
て、共通理解を図りながら体制整
備を行う。

○コーディネーターを配置したことにより、関係団体との連絡調
整、打ち合わせ等を円滑に行うことができた。
○運営主体や地域クラブと部活動顧問が協議する場（ワーキ
ンググループ）を設定し、連携を図った。令和８年９月に向け
て、いつの時期からどのようなクラブで実施していくかなど、具体
的な話し合いを行うことができた。
○ICTの活用により、参加者・指導者のスムーズな連絡を行う
ことができた（教員が指導者として参加していたクラブに限る）。
〇検討委員会において「米沢市地域クラブの手引き」の作成を
することで、既存のクラブと今回の移行に関わって受け皿となるクラ
ブの性格について明確にすることができた。

【コーディネーター】
・各クラブ実施時に巡回し課題等のヒアリング・助言等
・検討委員会の連絡調整及び運営
・競技団体、学校等への連絡

●米沢市地域クラブ設立の手引きを定め、米沢市としての地域クラブ活
動の要件等を踏まえた地域クラブの設置及び指導者の認定を行っていく。
●生徒たちの多様なニーズのこたえるための地域クラブ設立をどう行ってい
くか検討する。
●ホームページ等を活用し情報を広く発信していく。



7

取組内容

2.実証内容と成果 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

・米沢市の取り組みとして、受け皿となるクラブの設置を、連盟・協会に依頼をしていため、指導者についても、有能な指導者を確保することができた。
・活動に参加した生徒からは「専門的な指導を受けることができてうれしかった。」「いつもは少人数で活動しているが、大人数で活動してみて学ぶことが多
かった」などの感想が多く見られた。生徒にとって、専門的な指導を受けたり、適切な人数で活動する機会は貴重な経験となっている。練習後には「このよう
な機会をもっと増やしてほしい。」という感想も聞かれた。
・競技団体からの推薦という形をとったため、有資格者だけでなく、指導経験が豊富な地域指導者も参加しやすくなった。このことが人材確保につながったと
考える。

２１名

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保

取組事項

取組の成果

地域クラブ指導者登録数

東成クラブ ６名
南成クラブ ９名
北成クラブ ６名

種目別指導者登録数

指導者の要件
生徒にとってふさわしい地域クラブ環境を整備するため、専門性や資質・能力を有する

指導者であること。また、生徒の多様なニーズに応えられるよう、資質向上に取り組み以
下の①～⑤のすべてを満たす者とする。

① 成人（満１８歳）に達していること（学生を含む）
② 国、山形県、米沢市の指導指針に基づいて指導することができ、日頃から
必要な知識や技術の習得に努めていること。

③ 地方公務員法第１６条及び学校教育法第９条各号に該当しないこと。
④ 過去の指導において体罰、ハラスメント等、指導者として不適格と認めら
れる事項のないこと。

⑤ ①～④を満たし、かつ、市内競技団体・各文化芸術団体、市教育委員会、
市内中学校長のいずれかの推薦がある者

（仮）米沢市地域移行型クラブの指導者については、米沢市教育委員会が承認する。

・置賜吹奏楽連盟が中心となり、現在
学校部活動の外部指導者として指導
している方に協力を仰ぐなど、指導経
験がある方を中心に広く呼び掛けた。

・「地域クラブ設立の手引き」を
作成し、指導者としての要件を
まとめることにより、有資格者
でなくても、資質能力を有する
者が指導しやすいよう、体制整
備を行った。

今後の課題と対応方針
・今後も継続的に活動していくにあたり、指導者への保障（謝金等も含め）を検討していく必要がある。
・指導者の質（ハラスメントの根絶）を確保するために、研修会等を実施ていくことを検討している。
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取組内容

2.実証内容と成果 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

・実証事業を行うにあたり、置賜吹奏楽連盟と常に実施内容
について確認を行ってきたことで、ガイドラインに即した地域クラ
ブの設置が進められている。
・実証事業を行っていない種目についても、来年度の実証事
業への参加種目の見通しがたった。
・事務局で各方面に活動内容を周知することができた。その結
果、来年度の実証事業への参加種目の見通しがたった。学校
部活動にない活動（ボランティアや国際交流）も実証事業に
参加の可能性が出てきたことは新たな一歩である。
・学校と情報交換を行い、学校でできる支援についても検討し
た。その結果、活動場所として学校施設を優先的に使用す
ること、学校部活動の道具を使用することといった内容を確
認することで課題解決の一助となった。

・吹奏楽の活動を行ううえで、体育館等の社会体育施設とは異なり、学校内を使用することとなる。セキュリティ等
を含めて整備が必要になってくる。
・費用・会費については、種目によって大きく異なるため、今後とも検証が必要である。同じ種目についてはクラブに
よってばらつきが無いように設定していく必要がある。

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

令和６年度 実証事業
・吹奏楽 ３クラブ

令和７年度 実証事業（予定）
・吹奏楽 ３クラブ
・国際交流活動 １クラブ
・ボランティア活動 １クラブ
※現在一般向けに行っている文化芸術
活動への中学生の参加

・コーディネーターが、定期
的に置賜吹奏楽連盟、芸術
文化協会に対して実態調査
を行う。
吹奏楽の実態調査だけでな
く、今年度行っていない種
目についても来年度の計
画等を確認していく。
・コーディネーターを中心に
実証事業の実情を把握し、
受け皿となる地域クラブと
ともに課題解決に取り組む。

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実①

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

参加人数 ７９人 指導者数 ２１人

属性 置賜地区吹奏楽連盟

具体的な内容

１回目：講師紹介・自己紹介・１日の流れの説明・パート練習（次回は合奏を行うことを確
認）。練習だけでなく、他校の生徒の名前を覚えることも課題の１つであることを確認（紙のネー
ムを作成）。パートで1st、２nd等を確認。各パートの楽譜配布。
２回目：パート練習・合奏（指揮者は吹奏楽連盟指導者）
３回目：保護者向けコンサート

子供の声
 他校の人の演奏が上手で、自分も平日の練習を頑張ろうと思った。
 日頃は１人で練習している。大人数で練習できてよかった。
 基礎の大切さがわかった。
 互いにやったことがない曲について指摘しあえてよかった。

関係者の声

 〇他校と交流して学びが多い生徒もいる。
 〇配慮の必要な生徒について情報交換ができたのはよかった。
 △場所を学校にするとセキュリティ上顧問が参加するしかない。
 △連絡出欠の連絡等をどのように把握するか。テトルなどを考えているが、学校外の人が管理
することは可能か。使用料はどのくらいかかるか。

 △参加している人とそうではない人の差を日頃の部活動でどのように埋めていくか。
 △部活動と地域活動の両方をやっている状態。負担が大きい。

運営経費
参加費１人1,800円（保険料800円、指導料1,000円）
指導者謝金 １日4,000円
楽譜のコピーは学校外で行い領収書を取得。運営費から支払う。
※楽器はそれぞれの学校のものを使用。

活動の詳細
○吹奏楽を愛好する児童生徒
が、継続的に活動できるよう組
織体制や運営体制を構築して
いく。
○米沢市内に３つのクラブを立
ち上げ適正な人数で活動を行う。
○置賜吹奏楽連盟から指導者
を派遣し、専門的な指導を行っ
ていく。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実②

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組の成果

今後の課題と対応方針

・専門的な指導を行うことができる指導者を確保することができた。参加した生徒からは、否定的な感
想はなく、充実した活動を行うことができた。
・指導者に謝金をお支払いすることにより、指導者自身もより責任をもって指導にあたっていた。
・生徒数が減少する中、学校によって体験格差が生じているが、活動するクラブ数を検討し、適正な
規模で実施することにより、日頃行うことができない練習（合奏等）を行うことができ、専門性に触れ
ることができた。
・連盟・協会の立場からも、吹奏楽の本質、愉しさを伝えることができる良い機会となると同時に、専
門性を有さない教員の手助けとなった。
・教職員についても、兼職兼業の制度を用いることで、指導にあたりたい教員の専門性を発揮できる
ようになったことに加え、希望する小学校教員の活動の機会も確保できた。

主な内容の充実のための取り組み
・適正な活動の規模の検討
→市内３クラブで活動する
・専門性の高い指導者の確保
→連盟・協会の推薦による指導者
・兼職兼業の制度の実施
・指導者への謝金の設定
・優先的な学校施設の開放

・持続可能な活動を行っていくためには、財源確保が必要である。今回は実証事業という事もあり、各クラブへの補助を行うことができているが、今後そうでは
なくなった場合の支援のあり方を検討していく必要がある。
米沢市としては、今年度の活動を受けて、以下の内容を確認している。
①学校施設の減免使用
②学校部活動の道具の共同使用 ※その他、金銭的な補助については検討中である。
・内容を充実させるにあたり、指導者の数だけでなく質を下げないことが重要である。専門性の高い指導者だけでなく、特に「ハラスメントの撲滅についての研修
会」を検討していく。
・充実した活動を行うために、学校施設の整備が必要である。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等①

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

○地域クラブの運営にあたっては、持続可能な仕
組みづくりを行なっていく必要があることから、実証
事業における収支構造の可視化を行い、適切な
受益者負担額の設定や、公的資金のバランスに
ついて検証を行なった。

※１クラブの活動費で計算
〇指導者謝金
１回１人あたり4,000円
１回の練習会で５人の指導者を派遣予定
→4,000円×５人分＝20,000円

〇会場使用料 学校体育館の使用料 １回あたり
教室330円×５部屋（1,650円）＋音楽室330円 ＝ 1,980円
⇒１回あたりの活動費
20,000円＋1,980円＝21,980円
⇒年間５０回の活動とした場合
21,980円×50回＝1,099,000円
⇒今年度の参加者２５名程度の場合 １人あたり年間約43,960円（月額約3,700円）

〇その他の費用として
・保険料800円（年間）・その他消耗品（楽器の修理等を含めると膨大な金額となる）
・楽器運送費

１人あたり 年間 活動費43,960円＋保険料
800円＋その他4,000円（推定）＝48,760
円（月額約4,000円）

持続的な運営に必要な受益者負担額の試算

市として会場使用料及び暖房費等を負担した
場合 活動費40,000円＋保険料800円＋
その他4,000円＝月額3,800円程度の徴収と
なる。
ただし生徒２５人に対して５人の指導者の場
合にあたる。２０名程度の参加者のクラブもある
ため月額4,500円程度の徴収が必要となる。

収支バランス
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等②

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組の成果

・今年度は、種目の実情に合わせて様々なパターンで実証事業行うことで、参加費用負担額の具体的な数値がわかってきた。
実際に行うまでは、施設使用料も有料で考えていたが、次際に算出する中で、参加者の大きな負担となり得ることがわかってきた。
市としても、学校施設については減免の対象として扱う方向で検討している。
・参加人数により、１人あたりの負担額が大きくなることから、適正な規模で運営していくことが、持続可能なクラブ運営になることが実証された。

今後の課題と対応方針

・市として、学校施設を減免の対象とすること、学校部活動の道具を共用して使うことで経費削減につなげる支援を行っていく方向ではいるが、
それだけでは十分な補助とは言えない現状がある。財政支援がどこまでできるか、検討が必要である。
・財政支援を行う際に事務作業が膨大になってしまう。軽減できる制度設計が必要である。
・今年度の実証事業を通して、受益者負担額は4,000～4,500円は必要である算出を行った。しかし、参加人数や指導者の数、種目の
特性によるランニングコストによって収支の額が変動するため、全種目を同じ負担額にすることはできない。そのため、種目の実態に応じて、
種目の中で差が生じないよう調整していくことが必要である。
・コンクール等の参加に関わる費用について検討が必要である。上位大会に進んだ場合の補助は、どの市町でも行っている。広域的にクラブ
参加が認められるようになることを想定すると、周辺の市町と足並みをそろえて対応していく必要がある。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 キ：学校施設の活用等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

・すべてのクラブの実証事業において、学校施設を利用し、課題等を出し合い、解決に向かう。
・顧問の先生がいない場合を想定し、実証事業を行う。

取組の成果

・学校施設を利用するにあたり、当該学校の生徒は使い慣れていることもあり、使用方法について混乱を招くことは少なかった。
・低価格で使用ができた。
・道具の運搬等の少なくて済んだ。

・当該校の生徒以外は遠距離からの参加となることが多く、移動に負担がかかった。
・顧問の先生がいないことを想定して活動しようと計画したが、実際は、生徒への連絡やセキュリティの解除、暖房の一括管理システムの作動など、学
校の先生でなければ対応できないことが多々あった。
・体育館等の社会体育施設とは異なり、校舎内を使用することから、上記内容のように学校の先生でなければ対応できない部分があるため、校舎の
改修を検討しなければならない。
・会場申請の事務手続きが大変である。地域クラブに関しては、優先的かつ長期的に場所を確保できるよう対応を考えていく必要がある。
・鍵の借用の事務手続きが大変である。スマートロックへ移行できないか検討が必要である。それまでの期間においてはキーボックス等で対応できないか、
検討する。



14

総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

●今後に向けて

今回の実証事業を行っていくにあたり、置賜地区吹
奏楽連盟の協力もあり、３つのクラブを立ち上げて活
動を行うことができた。クラブによって、活動内容に違
いはあるが、参加した生徒ちからは「生徒同士で学ぶ
機会があった」「仲間が増えた」「指導が新鮮であった」
「回数が限られているので次回まで練習してきたい」
「少数でできなかった合奏ができてよかった」「いつもは
一人で練習しているが、友達と練習すると自分の課
題も見えてきた」などの声が聞かれた。
今年度実証事業を行っていない種目においても、
来年度に向け、検討を進めている種目があり、事業
の拡大が期待できる。
しかし、参加生徒のニーズにこたえられる指導者が
不足しているという声が聞かれた。また指導者に対す
る謝金についても再考する必要があると思われる。同
時に参加費についてもクラブを運営するにあたり、受
益者負担は必須であるため、あらためて活動の趣旨、
ねらいを広く周知しながら、市としての支援についても
検討を進めていく必要がある。

〇手探りでスタートをした実証事業であったが、運営者、指導者には意欲的に活動を
行ってもらった。実証事業がスタートしたことで、よりよい活動にしていくための方法につい
て具体的に話し合いが行われるようになった。
〇保護者も最初は不安を抱えていたが、活動を通して趣旨やねらいを理解してくれる
保護者が増えた。
〇専門的に指導してもらえることで、生徒のモチベーションの向上につながった。このこと
が平日の活動のやる気にもつながっている。
〇他校との交流を通して新たな視点や学びを得る生徒が多く、成長の機会となった。

〇生徒や保護者への連絡手段が構築されておらず、学校の先生を経由せざる得ない
状況が多々あった。連絡ツール等の制度設計が必要である。
〇指導者への謝金の金額や受益者負担の金額についても、今年度の実績を基に提
示し、種目の特性や参加生徒数を鑑み、再度検討していく必要がある。
〇廃校になった学校施設の利用について関係部署と調整していく必要がある。
〇学校施設におけるセキュリティ、暖房の一括管理システム、立ち入り禁止エリアの明
確化等について検討を進める。
〇活動支援について（財政補助や大会参加補助など）検討を進めていく必要がある。
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アンケート結果・参加者の声

2.実証内容と成果②

●小学５年生～中学１年生及びその保護者に行ったアンケート結果
中学校の部活動が平日のみとなった場合、希望する休日の過ごし方について教え
てください。

学校の活動に参加している人に聞きます。中学校の部活動が休日のみとなった場合、希望
する休日の過ごし方について、教えてください。

学校部活動を地域のクラブが担うことで、家庭の費用負担が発生する場合、月ごとの費用負担
額はどの程度が適当であると考えますか。

中学校に進学したら部活動に参加したいと思いますか。

あなたは部活動や地域クラブに参加していますか。

休日のスポーツ文化活動を地域のクラブが担うことについてどう思いますか。
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アンケート結果・参加者の声

2.実証内容と成果②

●実証事業参加者の声

参加した中学生から
・多くの指導者から専門的なことを習うことができて 楽し
かった。
・少人数ではできない、合奏やパート練習ができてうれしい。
・いつも少ない人数で行っているので、いい練習なのかもわ
からないでいたけど、たくさんの友達と練習できていっぱい
学べた。
・参加についても自分の体調に合わせて調整できるのがあ
りがたい。
・他の中学校にも友達ができた。
・ほめてもらえてよかった。もっと褒めてほしい。
・こういう機会をこれからも作ってほしい。

指導者から
・最初は手探りではあったが、生徒たちの生き生きした表情が見ることが

できて充実した活動になった。

・今後どのような方向性で進んでいくか心配ではある。

・中学生の活動の場も必要だが、小学生も一体的に考えていかなければ

ならないのではないか。

・専門性の高い指導者を配置することで、専門ではない種目を顧問してい

る先生の役に立ったと思う。

・学校部活動では設置されている種目に偏りがある。他の学校の生徒でも

参加したい生徒もいると思う。周知するためには市の力が必要である。

●教職員に行ったアンケート結果

部活動指導の負担が大きいと思いますか。 休日の学校部活動が地域に移行された場合、地域の指導者として生徒を指導し
たいと思いますか。
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2.実証内容と成果③

【生徒へ保護者向けお知らせ】

参考資料

【HPの開設】

広報資料

・小学５年生～中学２年生の児童生徒ならびに保護者に対し、お知らせを配布し、活動内容の周知を図った。
・令和７年１月１５日（水）に市民向けの説明会を実施した。
・ホームページを開設し、広く活動内容の周知を図った。

【説明会実施のお知らせ】
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

参考資料（活動写真）

【検討委員会】

【実証事業】 【実証事業】 【実証事業（保護者向け発表会）】

【吹奏楽保護者説明会】 【市民向け「部活動の地域移行に関わる説明会】
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2.実証内容と成果

ステークホルダー
学校、スポーツ協会、連盟・協会、地域クラブ
市教委、コーディネーター
経過
・令和5年度より検討委員会を設置し、競技連盟・協会が運営主体と
なる地域クラブを設立し活動する計画及び地域クラブの活動指針を策
定した。
・令和６年度は、吹奏楽で３つの地域クラブを立ち上げ、受け皿の整
備を進めた。
実施内容
・令和６年１１月から、希望者が地域クラブ活動へ参加する試験的
な取組を本格的に開始した。地域クラブ活動は米沢を３地区に分割し
て、市内全中学校生徒が自分の学区で参加できる形態である。実施
にあたって、各中学校の顧問より生徒への周知等がなされた。種目に
よっては保護者会を開催し、実施の趣旨や目的について説明が行われ
た。また、保護者説明会も実施した。

令和5年

検討委員会の
設置、検討開
始

生徒、保護者へ
の説明

令和６年 令和７年 令和８年

各競技団体・協
会とのワーキン
ググループ

連盟・協会主
体のクラブ設
立

地域クラブ活動
の可能な種目よ
り開始

地域クラブ活動
の拡大

実施にあたって生じた課題
・学校施設におけるセキュリティの解除、暖房の一括管理システムの操
作は学校の先生でなければ行えないものであるため、学校施設の改修
について検討を進める。
・活動が始まって間もないため、特に保護者の理解が進んでいない。アン
ケート調査を行った結果、月謝・移動手段・指導者への不安が多く上
がった。
今後の展開
・令和８年９月からは、市内すべての中学校において、休日は部活動
を行わないこととなる。休日の地域クラブ活動を可能な限り実施していく
にあたり、連盟・協会や地域クラブと密に連絡を取っていく必要がある。
・持続可能な地域クラブ運営とするために、受益者負担や移動手段、
指導者の質の確保について保護者の理解を深めていく必要がある。説
明会を開催したり、おたよりを発行したりと周知の機会を多く設ける必要
がある。
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性



文化部活動改革（部活動の地域に向けた実証事業等）

令和6年度

地域文化クラブ活動への移行に向けた実証事業

山形県小国町

自 治 体 名 ：
担 当 課 名 ：
電 話 番 号 ：

山形県 小国町

０２３８－６２－２１４１
教育振興課
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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

面積 737.56 k㎡

人口 6,627人

公立中学校数 ２校

公立中学校生徒数 165人

部活動数 ２部活

市区町村の協
議会・検討会議
等の設置状況

設置済

市区町村の推進
計画・ガイドライン
等の策定状況

未策定

町内中学校には２つの文化部がある。いずれも基幹中学校である小国中学校にあり、令和５年度か
ら吹奏楽部地域移行の実証事業に取り組んでいる。
小国町は令和４年度からスポーツクラブ地域移行の実証事業に取り組んでおり『NPO法人おぐにス
ポーツクラブYui』を受け皿とする組織（運営主体）があったことと、地元の公立高校の放課後活動（吹
奏楽）の受け入れ実績もあったことから、音楽関係団体の理解と協力を得て指導者を確保し、連携し
ながら行っている。
これまでの取り組みから、地域移行を進めるためには『人材』・『経費負担』・『移動手段』の３つが大き
な課題として見えてきた。１つ目の『人材』は、高齢化や人口減少が急進するなか、クラブ活動を支える
指導者をどの様に確保して行くのか。２つ目の『経費負担』は、クラブ活動経費を行政がどこまで負担すべ
きなのか。３つ目の『移動手段』は、子ども達の移動手段をどの様に確保すべきかと言った点があげられる。
特に『移動手段』では、当町は地理的に車移動に頼らざるを得ない環境にあり、町内移動はもとより、
近隣市町との広域連携を進めるうえでも、スクールバスの活用について議論・整理をする必要がある。
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担
◉教育委員会

・検討委員会の設置運営
・運営委員会の事務局的役割
・教員の兼職兼業にかかる諸事務
・スクールバスの提供と運行管理
・関係者への情報提供と説明
・その他、実証事業にあたっての課題
への対応等

令和6年6月 ・第1回スポーツ文化活動運営委員会

・第1回スポーツ文化活動地域移行検
討委員会

令和6年7月 ・部活動の地域移行にかかる説明
（保護者、競技団体、スポ少等関係者対
象）

・おぐにスポーツクラブYuiと運動部活
動指導業務委託の契約締結

・実証事業の実践開始

令和6年11月 ・第2回スポーツ文化活動運営委員会

令和6年12月 ・第2回スポーツ文化活動地域移行検
討委員会

令和7年1月 ・アンケート調査の実施
（生徒、保護者、指導者、教員対象）

・実証事業の終了（委託契約終了）

令和7年3月 ・第3回スポーツ文化活動運営委員会

・第3回スポーツ文化活動地域移行検
討委員会
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地域文化クラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 ２ 校 実施した地域クラブ総数 １ クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） １ クラブ（１ 部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） ０ クラブ

全体の指導者数 ９ 人 全体の運営スタッフ数 １０ 人

②各クラブに関すること

クラブ名 運営団体種
別

種目
※新規のもの
は末尾に

（新）を付け
る

実施回数 実施時間
帯

参加者
（学年別） 実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数

（他クラブと兼務） 会費 大会参加方法

吹奏楽クラブ
総合型地域
スポーツクラブ 吹奏楽 月１回～2回

計12回

9:00～
12:00
ほか

11人（1年）
3人（2年）
10人（3年）

7月～
２月

小国中
学校 ９ 人 １ 人 なし 中体連関連

：部活動
その他：なし

③その他、体験会やイベント等の開催実績
●主体となって開催することはなかったが、町民主催のイベントにおいて演奏を行った。
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目 吹奏楽

運営団体名 おぐにスポーツクラブYui

期間と日数
吹奏楽：８月 ～ ２月

月２回程度 12回

指導者の主な属性 愛好家

活動場所 小国中学校

主な移動手段 スクールバス

１人あたりの参加会費
等（年額）

令和６年度については、運営団体と検
討し、令和７年度より費用負担を求め
ることとした。

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,850円/年

●コーディネーター 1 名
役割：学校、生徒、指導者、行政との連絡調整等、実施管理等を行う

●チーフ指導者 １名
役割：顧問やコーディネーターとの連絡調整、計画立案等を行う

●指導者
役割：チーフ指導者の指示に従い、指導を実践する

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等

●おぐにスポーツクラブYui 活動概要

小
国
中
学
校

小
国
町

運
営
主
体

お
ぐ
に
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
Ｙ
Ｕ
Ｉ

吹奏楽

・運営体制の整備
・地域クラブ活動の実施
・指導者謝金の支払い
・保険加入
・関係者間の連絡調整

参加
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取組内容

2.実証内容と成果

・学校、保護者、スポーツクラブ、
指導者、行政による検討委員
会、運営委員会を組織し、関
係者間の情報共有や意思統
一を図る。

・受け皿組織（運営主体）に
コーディネーター１名を配置し、
管理監督の下、しっかりとした
指導組織体制を構築する。

・『スポーツ文化活動地域移行検討委員会』を設置し、中長
期的な方向性の検討、関係機関の役割分担、行政支援
の在り方、実証事業の評価検証を行う体制を整備した。

・『スポーツ文化活動運営委員会』を設置し、実証事業にあ
たってのルールや、事業過程における課題等を検討する体
制を整備した。

・コーディネーターが主となり、関係者との連携を進め、指導者
確保を円滑に行うことができた。

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

コーディネーターの具体的な動きの実績

【コーディネーター】
・学校、生徒、指導者、行政との連絡調整
・クラブ活動の進捗管理等、その他事業実施にあたっての雑務

・事務の効率化や負担軽減のため、関係者間での連絡等におけるICTの
活用について検討を進める。

・指導方法によって演奏が崩れてしまうこともあり、関係者間でも温度差が
ある。子供達にとって有意義な活動ができる環境について検討する。

とても円滑

だった
30%概ね円滑

だった
70%

関係者間の連携について
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取組内容

2.実証内容と成果

・教職員と指導者間の連絡調整を
密に行い、指導感や情報の共有を
しながら指導の質の保障と量を確
保する。

・地域で活動する音楽団体（おぐに吹奏楽団）に所属する、指導者として相応しい方を推薦・派遣し
ていただき、質の保障と量を確保することができた。
・生徒へのアンケートでは、67％が部活動との指導方針・指導方法の相違は無かったと回答している。
一方で違いがあり戸惑う生徒もいたが、概ね顧問と指導者の連携・情報共有により、地域クラブ活動に
おいても部活動同様の活動を行うことができた。
・地域の吹奏楽愛好家による楽団であり、団体自体が資質の向上を目的に活動しているものではない。
また町内には専門的な知識や技術を持った指導者もおらず、今後は資格を有する指導者の確保が課
題である。しかしながら生徒は普段の部活ではできない曲や、地域の大人との演奏など、多様な体験を
することができ、満足した活動ができたと評価をしている。まずは参加する生徒を増やしていきたい。

1７名

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

取組事項

取組の成果

人材バンクの人数

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

20代 ６名
30代 ４名
40代 ３名
50代 ２名
60代以上 ２名

人材バンクの年齢構成

特に定めていない。
種目

資格は無し。
資格有無登録者属性

町内で活動する吹奏楽
団を人材バンクとして活
用。

4

0

6

0

0

3

1

0 5 10

指導者研修の充実

指導料の増額

自身の予定の確保

保険補償制度の充実

資格取得費用の補助

生徒等の対応のサポート

その他

指導を続けていくうえで重要なこと
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取組内容

2.実証内容と成果

・学校、PTA、指導者、行政によ
る検討委員会、運営委員会を組
織し、関係者間の情報共有や意
思統一を図った。
・スクールバスを運行して、生徒の
移動手段の確保を図り、保護者
の送迎負担を軽減した。

・アンケートの結果では指導者は関係者との連携には概ね満足とい
う評価であったが、教員からは全く評価しないという厳しい結果であっ
た。吹奏楽の活動は、指導者の影響が大きいことから大会前の指導
については、休日の活動であっても区別している。学校（教員）から
高く評価され継続的な指導を行ってくための活動体制についての検
討が更に必要であることがわかった。
・生徒は地域とのつながりの中で得られる体験から多くを学び、成長
する姿があった。地域の指導者から教えていただいたことで、生徒は、
卒業後もライフスタイルに応じたスポーツ・文化芸術活動への参画を
希望している。レベルアップを目指す生徒は、専門的知見を持った指
導者のもと、個々の資質や能力をより高める活動ができた。

地域の文化活動団体は高齢化が進んでおり、部
活動の地域移行を推進していくうえで選択出来る活
動のひろがりは難しいと思われる。文化芸術に親しめ
る環境づくりは生涯学習を推進していくうえでも重要
なポイントであることから、多様な放課後活動を選択
できるよう地域理解を得ていく取組が必要である。

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

・小国町は、登下校にスクールバスを利用する
生徒は部活動に参加するためにもスクールバス
を運行している。クラブ活動であっても部活動と
同じ対応を行っている。

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

バス等の運行実績 バス等の運航経費・収入

・町費で負担。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等①

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

・受益者負担の課題等について継
続的に議論をするとともに、困窮世
帯への支援についても検討を行た。

・既存のスポーツクラブを受け皿組織（運営主
体）とすることで、実証事業にかかる初期費用につ
いて特筆すべき点はない。

取組事項 地域クラブに係る経費
■イニシャルコストの分析

・事務局人件費（237千円）
・指導者謝金（138千円）
・消耗品費（266千円）
・通信運搬費（14千円）
・雑役務費（3千円）
・保険料（34千円）

■ランニングコストの分析

持続的な運営に必要な受益者負担額の試算 収支バランス

「1回参加するごと」に負担を求めると、1ヶ月あたり5千円になることから
受益者負担の額が非常に大きくなるとともに、収益の見込みがつかないこ
とから、運営主体において、持続可能な運営は困難になると思われる。
低廉な受益者負担を求めたうえで、少なからず行政の支援が必要であ
ると考える。

持続的な運営に必要な受益者負担額の試算を行った。
（検証結果の詳細は次ページ参照）

月額ver
（申込者全員負担）

１回ごとver
（参加者のみ負担）

公費負担額

2,730円/月 2,502円/回 237,000円

896円/月 821円/回 519,378円

費用/①/② 費用/③ 合計-費用-保険料

「活動費すべてを受益者負担」

「指導者の謝金を受益者負担」
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等②

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

・運営主体の収支構造を３つに分けて検証を行い「活動費
（保険料）」については、各家庭や指導者自らが負担す
るべきものと考える。また、「事務局運営費」については、生
徒へ直接的に支援している経費ではないため、国費や町
費等の自主財源を活用する。よって、「活動費」を受益者
負担の対象に検証を行なっていくこととする。

・受益者負担額の設定においては、「1ヶ月単位」で活動の
参加有無に関わらず申込者全員で負担する方法と、「１
回参加するごと」に参加者のみで負担する方法の両面で
検証した結果、「1回参加するごと」に負担を求めると、1ヶ
月あたり5千円になることから受益者負担の額が非常に大
きくなるとともに、収益の見込みがつかないことから、運営主
体において、持続可能な運営は困難になると思われる。

取組の成果

今後の課題と対応方針
活動費に絞り参加者に負担を求める場合であっても、一定数の参加がなければ賄えないことになり、持続の可能性は難しい。低廉な受益者負担を求めた
うえで、少なからず行政の支援が必要であるため、持続的に活動することを前提とした仕組みを構築する。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 キ：学校施設の活用等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

・学校施設や学校が保有する楽器等を使用することにより、部活動同様
に充実した環境のもとでクラブ活動を行うことができた。

・学校施設のカギの受け渡しを、運営主体がしっかり管理することにより、
トラブルなく円滑に行うことができた。

取組の成果

・吹奏楽は楽器の移動が難しく、また保護者から学校施設や備品の使用
を求める声があるため、引き続き使用できる連携体制を維持する。

・学校が保有する用具等が消耗・劣化した場合の補充経費・負担区分に
ついて、議論検討を進める。

・引き続き学校施設を活用することとし、社会開放のケースに準ずる形で
活動場所を確保する。

・鍵の管理や冷暖房の利用、施設・設備の安全な活用についてルールを
見直し、教育委員会と学校、指導者が共有する。
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

【人材について】
指導者の質が課題となっている。生徒が望む活動ができる環境を作るためには、指導者
についても広域連携体制の構築を進める必要がある。
【経費負担について】
行政負担を最小限に抑え、受益者負担の原則に基づいたあるべき姿を見据えた地域
クラブ活動となるよう、議論検討を進める。
【移動手段について】
地域クラブ活動におけるスクールバス運行について、保護者の強い要望も踏まえ議論検
討を進める。

●今後に向けて

【人材について】
地域クラブ活動を支える指導者の確保は、音楽団体に所
属する指導者を推薦・派遣いただき、量を確保して実施し
た。

【経費負担について】
文化庁委託事業費千円に、クラブ活動運営費相当分とし
て町単独費133千円を上乗せし、各家庭の負担軽減を
図り実施した。

【移動手段について】
実証事業であることを踏まえ、生徒の移動手段として試験
的にスクールバスを運行し、保護者の送迎負担の軽減を図
り実施した。

【人材について】
音楽団体の活動が充実していることから、指導者の量を確保して実施することができたこ
とは評価できる。
【経費負担について】
クラブ活動運営費相当分を町単独費で上乗せし、各家庭の負担を出来る限り減らし
たことにより、部員全てが地域クラブ活動に参加したことは評価できる。
【移動手段について】
スクールバスを運行したことにより、保護者の送迎負担を軽減できたことは評価できる。
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アンケート結果・参加者の声

2.実証内容と成果②

●参加者の声●アンケート結果

Q．クラブ活動に求めるもの（生徒）

Q.指導を続けていくうえで重要なこと
（指導者）

Q.行政・学校に求めるもの（保護者）

Q.平日のクラブ活動移行の賛否について
（教員）

生徒
・普段の部活ではできない曲を演奏したり、大人の方たちと一
緒に演奏することができて満足でした。
・アンサンブルコンテストの編成（特に３人）で合奏したい。
好きな曲で合奏してみたいです。

保護者
・幼年期から大人まで繋がる活動を広げてほしいです。
・地域の方に指導していただき、感謝しています。クラブ活動
にかかる経費等について、保護者総会の場などで共有でき
ればと思います。

指導者
・大会前提の指導は不可能。楽器修理の経費を検討必要。
・継続可能なクラブにするためのリソースの確保が必要だと感
じます。クラブ運営指導を生業とできる会社の設立やクラブ
活動へ参与を基本とした協力隊の受け入れ等、仕事として
出来るようになると人材のリソースは確保できるでしょうか。
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【楽譜の読みあわせ】【クラリネット指導】 【トランペット指導】
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地域文化クラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

令和４年度

検討委員会と運営
委員会を設置して
検討を開始

保護者や競技団
体等への説明

令和６年度

校側との調整 実証事業の実
施方針の決定

地域クラブ活動
の開始

地域クラブ活動
の充実

ステークホルダー
学校、保護者、クラブ、スポーツ少年団、行政関係者、コーディネーター
経過
運動部活動の地域移行実証事業を開始するにあたり、令和４年度
より検討委員会、運営委員会を設置し、中長期的な方向性の検討、
関係機関の役割分担、行政支援の在り方、実証事業にあたっての
ルールや、事業過程における課題等を検討と評価検証を行うことを確
認した。 令和５年度からは文化部活動の関係者も含めた組織とし、
事業への理解を得て実証事業に取り組んだ。
実施内容
町内基幹中学校の文化部（吹奏楽部活動）において月２回の休
日の部活動を取りやめ、地域クラブ活動へ参加する試験的な取組を開
始した。

令和５年度

実施にあたって生じた課題
吹奏楽の活動は、指導者の影響が大きいことから大会前の指導につい
ては、休日の活動であっても区別している。継続的な指導を行っていくた
めの活動体制について、指導者、学校側との役割分担について検討が
必要である。
また、文化活動がひろがりにより多様な放課後活動を選択できるための
環境づくりができるよう、地域の理解を得ていく取り組みが必要である。
今後の展開
令和７年度も継続して基幹中学校において、休日の地域クラブ活動
を実施する。また、持続可能な地域クラブ運営とするために、会費負担を
開始する。活動の継続と文化活動の選択肢がひろがるよう、学校側の意
向、指導者確保の見通し等を協議していく。
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性
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